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経済体制 ◎ △ △
＇大衆（　資本主義 社会主義市場経済 ＇国家（　資本主義
　　政治／経済の分離 　　政治／経済は名実ともに一体 　　政治／経済は実質一体




投資のインフラ 法整備 ◎ △ △
「走りながら」整備している状態 　
地域による法解釈の違い大
法の執行力 ◎ △ △
法治ではなく、「人治」
　　そもそも三権分立ではない
金融・貿易 ◎ ○ △
WTO加盟＇2001年（ WTO未加盟＇申請中（
人材確保 ○ ○ △
硬直的な雇用制度 労務紛争の増大 言葉の問題もあり、日系企業
教育水準は高く、均質 教育水準は高いが不均質 にとっては困難多い。





























 人材の面、これは 2008 年、去年の１月から労働法が改正になりまして、労働者の権
利や何かをかなり擁護する方向。これは世界の流れとして当たり前なのですけれども、
そのために労働争議が非常に頻発しているということです。 































































































































度をみますと、日本は１人当たり約３万 4,000 ドル、中国は 2,400 ドルなのですね。
ところが、これは気をつけんといけないのは、購買力平価を考えた場合の物価なのです
ね。我々は、１元は為替レートで 14 円とか 13.8 円といっておりますけれども、中国人
からみますと、実際に５倍から 10 倍ぐらいの価値があるのです。物価が違うのです。 
 例えば我々の会社の中国人社員には昼食代、どこでも出すのですけれども、１人１日























































































































































































社会 ⑥ 社会貢献活動 地域への利益還元・社会貢献の必要性
カネ ⑦ 債権管理/資金調達 グループ資金運用の効率化の必要
⑧ 移転価格対応 妥当性の検証・税務当局への対応
情報 ⑨ 知的財産政策 コピー商品(PC200他製品・部品)の多発
ブランド ⑩ ブランド/ロゴ管理 ロゴの無断使用の発生
⑪ 子会社支援 設立サポート・対当局等への折衝サポート








































































































































































































































































Ⅰ  コア ：　会社経営上、必ず日本人の駐在が必要。
Ⅱ  契約 ：　契約上、コマツが占めるポストのための駐在。
Ⅲ  非コア ：　業務知識・スキル・ノウハウ等を伝授するための駐在＇⇒任期終了後はローカル化（。
Ⅳ  応援 ：　ミッション＇代理店教育、システム構築等（を帯びた一時的な駐在＇ポストなし（。




　総経理  ××　×× Ⅰ 経営上、日本人駐在員が必要。
　○○部長  ××　×× 後継候補なし。採用を検討。 ＇　　候　　補　　者　　な　　し　　（
　○○課長  ××　×× Ⅲ 可能な限り速やかにローカル化。
　△
△△
　○○課長  ××　×× ３年後を目途にローテーション実施。
　×
××
　○○課長  ××　×× 就任したての為、当面はこのままとする。 ＇当面、このままとする（





































































































































目的 区分 日本語可 左記以外
















































































いったら、 2,000 万か 3,000 万円でいいんじゃないのというから、ばかなことをいわ
んでくれというので社長と直談判しまして、会社として 1,000 万元、当時は 15 円ぐら
いでしたから、１億 5,000 万円ぐらいですね。すぐ寄附したのです。そうすると、社員


















































































































































































































































に伸びてきたかと。色分けしておりますけれども、1989 年とか 90 年をみてください。
ネズミ色が日本です。世界の建設機械の約 40％は日本で生産販売していた。いかに日本
が土建国家だったかということであります。 























































































































































































































 この見方は億円でございまして、ことしは 2,000 億円プラスアルファだと思います。
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法整備の過渡期 裁量の大きい「窓口行政」 ◆不透明、不可解な許認可　　  　　　 【事例①】
　⇒　法を制定後、実施細則で修正 知的財産の侵害 ◆悪意の商標登録、類似品の氾濫  　【事例②】　
　⇒　強制執行力の不足 製品の品質問題＇cf.食品（ ◆ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞ悪化、輸出競争力喪失
社会不安の増大 民族、宗教問題＇cf.ﾁﾍﾞｯﾄ、ｳｲｸﾞﾙ（ ◆欧米諸国による経済制裁ﾘｽｸ












1 上海 6,298 29 雲南 956
2 北京 5,426 30 甘粛 910
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ネット社会の到来 大衆の社会参加、不満層の組織化 Ｇ 　＇ex.反日ﾃﾞﾓ、ｶﾙﾌｰﾙﾎﾞｲｺｯﾄ（
　⇒　政治の不安定化




























































































 ことしは６、５、２、１の年といわれています。６というのは建国 60 周年。１０月
１日、天安門で国慶節をやりました。これは無事終わりました。５というのはチベット


















1 鉄道、道路、空港、電信等インフラ整備 18,000 15,000 ↓
2 四川災害復興 10,000 10,000 -
3 農村基礎インフラ建設 3,700 3,700 -
4 住宅整備 2,800 4,000 ↑
5 生態環境分野 3,500 2,100 ↓
6 技術発展 1,600 3,700 ↑
7 医療/衛生/文化/教育 400 1,500 ↑
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1. 品質と信頼性の追求 2. 顧客重視
3. 源流管理 4. 現場主義
































































○米山  非常に難しい質問ですけれども、お答えします。 

























○米山   100％ですよ。今、全世界の中で。中国で 100％で始めて。 
○司会  高級機種ではなくて低級機種でも。 
○米山  全部です。 


























○司会  ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。 







































































































































日  時：2009 年 11 月 13 日（金）15:00～16:30 
会  場：法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナード・タワー25 階 
          イノベーション・マネジメント研究センター セミナー室 
コメント：関根孝（専修大学商学部教授） 
司  会：矢作敏行 
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